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評価日 平成29年2月20日 評価日 平成29年3月21日

評価者・組織
学校評価委員会

（運営委員会が兼任）
評価者

（いずれかに○）
学校運営協議会
学校評議員

分
野

評価項目
(１回目評価を踏まえた)
年度末までの取組

（取組結果を検証する）
アンケート項目・
各種指標

アンケート結果・
各種指標結果

分析
（成果と課題）

分析を踏まえた改善策 学校関係者による意見
学校運営協議会・
学校評議員による
改善に向けた支援策

基礎的基本的な
学習内容の習得
と授業力向上

学習のねらいの明示
まとめの時間の確保

教科の授業は（全体的に）わ
かりやすかった。【特にわかり
やすかった教科，わかりにく
かった教科は。】
学習確認プログラムの経年
データ

生徒評価はH２７度後期
比較で約2％ＤＯＷＮ。ＧＫ
Ｐは前年比較（総合）でほ
ぼ同じ。

全国学力・学習状況調査や確プ
ロの結果からも本校生徒の学力
は比較的高い部類に入るが，確
プロの経年変化を見ても校内の
取組が一定その効果を上げてい
ると考える。

図書館教育の推
進

朝読書の定着
全教科図書館を利用した授
業の実施

あなたにとって，朝読書は役
に立っていますか？
図書館教育推進委員会の考
察

生徒評価は一昨年度１０％ＵＰの
伸びがあったため今回は約２％
UPにとどまった。授業は現在も
推進中。

図書館教育は充実しているが，
昨年とほぼ同様。朝読書でも大
きな充実感を得ている。

家庭学習習慣の
定着

週末課題の提供と点検
あなたは家庭学習を頑張っ
ていますか？
子どもたちは家庭学習をよく
行っている。

生徒評価はH２７後期比較で
約３％ＵＰ。保護者評価は約
２％ＤＯＷＮ。生徒と保護者
の意識の差はかなりある。

家庭学習については，一定の効
果は認められるが，全国と比較
すると休日に勉強をしない生徒
の率が高く，また，生徒自身と保
護者の意識に大きな差がある。

道徳教育の推進 道徳の時間の確保と全校道
徳の実施
行動目標実践の呼びかけ

実施時間数，事後感想文や日常
観察より考察
仲間の良いところを見つけようと
努力した。仲間を大切にした。等

生徒評価はH２７後期比較で約
２％ＵＰ。大切にした率は約９
２％。全校道徳２回実施。時数も
充足している。

道徳の時間も全体として意識さ
れている。また，日頃の行動目標
実践の呼びかけも定着し，効果
が表れてきている。

生徒会活動の活
性化

東北（福島）支援プロジェクト
の実施。

活性化プロジェクトチームに
よる考察

熊本地震募金活動への
参加数。また，校内募金
への生徒の関心は高い。

昨年の東北支援プロジェクトの影
響からか，生徒からの自発的な
熊本地震募金活動が始まった。

学校行事に対す
る積極的な関わ
り

学校祭（体育大会・文化祭・
合唱コンクール）の取組の工
夫

学校・学年行事は楽しかったか。
楽しかった，楽しみにしている行
事は何ですか。
事後反省アンケートより考察

生徒評価はH２７後期比
較でほぼ同じ。

学校行事の取組を通して，集
団に対する意識やその中で
の自己認識の高まりが感じら
れる。

基本的生活習慣
の確立

校門や教室の登校指導と健
康観察
保健衛生の情報発信

日常観察より考察
保健室だより，保健委員会新
聞の発行回数

遅刻者数
保健室だより，保健委員会新聞
とも月1回を基本に発行

生活習慣の確立と直結する「遅
刻」は，ほぼ解消された。また，
保健衛生関係の啓発活動も行っ
ている。

ＰＴＡや地生連との連携の
中で保護者の協力促し，
家庭教育力を高めていく。

部活動の活性化 キャプテン会議の指導
活動状況の情報発信

日常観察より考察
各種大会の競技成績

月１回の実施と振り返りシートの
記入。掲示板や校門の掲示物に
よる刺激は大きいと考える。

部活動では，リーダー育成と顕
彰・情報発信を積極的に行うこと
で盛り上がりを見せている。

部活動は勝利至上を求めず，人
間形成に重きを置くことを心掛け
る。

小中一貫教育の
推進

小中合同研修会・公開授業・
オープンスクール等の実施

小中連携主任会による考察 小中合同取組の実施回
数と内容

小中一貫教育は，さまざまな形で
の体制はできているが，各校の
行事等の事情で実際に人的交流
ができる場面は限られている。

小中一貫教育に教職員の相互交
流は必要だが，内容について・ど
のように実現するのかはさらに検
討が必要。

環境・美化活動
の推進

ＰＴＡによるボランティア活動
の実践

各種活動への参加数
ＰＴＡ役員会等の考察

クリーンキャンペーン，落
ち葉ひろいなどの生徒と
の共同活動

環境・美化活動では，ＰＴＡの協
力を求めており，昨年と比較する
と保護者の参加はかなり増えた。

環境・美化活動は，生徒の意
識を高め，学校全体として取
り組めるものをつくっていく。

情報発信の充実 積極的なホームページ更
新
学校だより・学級通信の
発行

ホームページのアクセス数
学校の教育方針や教育活動など
が学校だより・学級通信・HP等に
よってよくわかる

一日平均３００～４００の
アクセス数
学校だより配布総数１６０
０

情報発信は，管理職を中心に
ホームページの更新・学校便りの
発行など，積極的に行っている。

ＨＰや学校便りは，画像，図，
テキストなどを工夫し，さらに
伝わりやすいものをめざす。

３ 　総括・次年度の課題

平成２８年度　学校評価実施報告書

　２回目評価 学校名(　　京都市立　桂中学校　　)

・学校図書館を活用した授業はかなり定着してきた，今後，主体的で対話的な深いまなびとなるよう改善していきたい。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・道徳教育を
道徳の授業だけにとどまらず，普段の日常生活の中にも生かされる道徳となるように進めていきたい。
・学校評価のアンケート項目の見直し，小学校との内容の連続性，アンケート協力者数を増加させる方策などを具体的に検討する。

⇒ ⇒

健
や
か
な
体

・ＰＴＡの方は緊急時対応
として携帯メール配信をし
ているようだが，そういっ
た情報が地域の者にも情
報が入った方がよいので
はないか。

・保護者自身が困りをもっ
ている場合，相談できるよ
うな地域のサポート体制
が必要ではないか。

　・個別評価項目の設定及び各項目にねらいを定めた取組の計画・実施
　・取組結果を検証するためのアンケート項目や各種指標の設定

自己評価 学校関係者評価

確
か
な
学
力

・アンケート実施結果，
　その他指標の結果に
　ついて整理

・防災の観点からも地生
連のメンバーは登録して
協力体制が取れるように
したい。　　　・青パトなど
で随時重点箇所を巡回し
ている。また学校の情報
は地域も回覧等で回せる
ように協力する。

豊
か
な
心

独
自
の
項
目

取組の結果，わかりやすいと
する率は全体で約９３％であ
るが，突出して低い教科も依
然あり，個別の指導を必要と
する。また，ねらいの明示は
ほぼ達成できているので，今
後はまとめの時間確保に注
力していきたい。また，家庭
学習の中の週末課題につい
ては，与える量や内容を工夫
したい。図書館教育について
は一定の定着と成果が表れ
始めたと考えられるがさらに
深めたい。

道徳の時間の丁寧な事前
準備を心掛ける。生徒会
活動・学校行事では，さま
ざまな考えが聞けた。昨
年のミナソラとの協働でボ
ランティア精神も身につい
たのか熊本地震の募金活
動も自発的に生徒会から
呼びかけ，参加者も多
かった。

・授業参観などで様子を
見ているが，どの学年も
本当に落ち着いて学習し
ている様子がうかがえる。

・家庭学習についてはどう
しても親の希望が強すぎ
て子どもとのギャップが出
るのだろう。今の様子を見
ていると頑張っている子が
ほとんどだと感じる。様々
な話はうわさを信じるので
はなく，自分の目で確か
めるのが一番確かであ
る。学校行事に足を運ぶ
よよう地域住民に働きか
ける。

・体育大会や文化祭の発
表などは目を見張るもの
がある。この姿は先生方
の努力が形になって出て
きたものだと思う。
・登下校も含め，みんなが
よく挨拶をしてくれるように
なった。後ろからでも声を
かけてくれる。

・公開授業や学校行事な
どに参加して中学校と交
流を持つことも大切にした
い。　　　　　　　　　　　　・６
～７年前と比べ本当に落
ち着いている。積極的に
声かけするよう，地域にも
呼び掛けていくが，子ども
たちも挨拶してくれてい
る。

・基本的な生活習慣は家
庭教育の問題である。
朝，子どもをどのように送
り出しているのだろうか。


